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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感

染
拡
大
を
受
け
、
３
月
・
４
月
の
別
院

常
例
法
座
で
は
法
座
の
時
間
を
短
縮

し
、
参
拝
席
の
間
隔
を
広
げ
る
な
ど
の

対
策
を
講
じ
た
う
え
で
お
勤
め
を
い
た

し
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
政
府
よ

り
発
出
さ
れ
ま
し
た
緊
急
事
態
宣
言
を

受
け
、
５
月
の
降
誕
会
を
止
む
を
得
ず

中
止
、
緊
急
事
態
宣
言
の
明
け
た
６
月

の
常
例
法
座
や
、
別
院
の
恒
例
法
要
で

も
あ
り
ま
す
永
代
経
法
要
（
教
区
全
門

徒
物
故
者
総
追
悼
法
要
）
も
感
染
症
拡

大
防
止
の
観
点
か
ら
、
別
院
職
員
の
み

本
願
寺
山
口
別
院
・
山
口
教
区
教
務
所
に
お
け
る

　
　
　
　
　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
つ
い
て

で
勤
修
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
Ｗ
Ｅ

Ｂ
会
議
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
宗
務
所

で
の
会
議
に
リ
モ
ー
ト
で
出
席
し
た

り
、
教
区
会
な
ど
の
火
急
の
会
議
に
つ

い
て
は
、
可
能
な
限
り
接
触
を
し
な
い

よ
う
対
策
を
講
じ
た
う
え
で
開
催
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
教
区
各

団
体
の
今
年
度
上
半
期
ま
で
の
諸
行
事

も
、こ
の
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
準
備
や
、

参
加
者
の
人
数
制
限
を
せ
ざ
る
を
得
な

い
状
況
を
踏
ま
え
、
中
止
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
７
月
現
在
、
教
区
各
団
体
の
会
議
も

徐
々
に
開
催
す
る
よ
う
に
な
り
、
７
月

の
常
例
法
座
も
３
月
・
４
月
に
倣
う
よ

う
な
形
で
お
勤
め
を
い
た
し
ま
し
た
。

ま
だ
ま
だ
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
で
は

あ
り
ま
す
が
、
世
の
中
の
情
勢
を
見
極

め
な
が
ら
、
今
後
の
常
例
法
座
や
報
恩

講
の
勤
修
に
向
け
努
め
て
ま
い
り
ま
す

と
と
も
に
、
今
後
の
教
化
活
動
の
在
り

方
に
つ
い
て
皆
さ
ま
と
と
も
に
考
え
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
く
存
じ
ま
す
。

　
法
座
を
楽
し
み
に
待
っ
て
お
ら
れ
ま

し
た
皆
さ
ま
方
、
ま
た
諸
行
事
開
催
に

向
け
種
々
お
気
遣
い
を
い
た
だ
い
て
お

り
ま
し
た
皆
さ
ま
方
に
、
深
く
お
詫
び

い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
も
変
わ

ら
ぬ
ご
高
配
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
あ
げ
ま
す
。

法事・法要　勤修のための留意点（ガイドライン）について

　宗派ホームページにて、コロナ禍における法事・法要勤修のためのガイドラインが公開され

ました。各寺院の教化活動の参考にしてください。

僧侶受けガイドライン
　https://www.hongwanji.or.jp/news/upload_img/000816_souryo.pdf

門信徒向けガイドライン
　https://www.hongwanji.or.jp/news/upload_img/000816_monshinto.pdf

職員のみで勤修した永代経法要

WEB会議のようす

７月常例法座　講師：安間宣秀氏
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組長・教区会議員の紹介

No. 組　　名 組　　長
教　区　会　議　員

僧　侶　議　員 門　徒　議　員

第
１
Ｂ

01 岩 国 組 藤 山 正 則 副 会 長 熊 谷 正 信 芥 川 純 記

02 美 和 組 安 田 真 照 冨 士 原 光 徳 宇 津 本 一 憲

03 玖 珂 西 組 宇 野 英 融 桂　 信 一 倉 田 正 史

04 柳 井 組 岡 本 隆 有 ブロック代表 大 田 啓 俊 常 備 会 員 河 本 英 二

05 岩 国 北 組 榛 澤　 勉 廣 兼 成 道 岡 本 正 幸 副 議 長

06 大 島 組 桒 原 真 洋 岸  裕 海 吉 村  宏

第
２
Ｂ

07 熊 毛 中 組 眞 山 智 憲 阿 川 教 行 木 戸 甫 行

08 熊 南 組 佐 原 正 文 ブロック代表 西 寺 達 美 川 﨑 茂 昭

09 熊 毛 組 堀 常 宗 城 矢 田 法 昭 弘 紘 一 郎

10 熊 濃 組 桂  敬 孝 米 澤 痴 達 高 藤 弘 樹

11 下 松 組 山 本 達 成 内 山 信 昭 常 備 会 員 松 村 芳 彦 常 備 会 員

12 周 南 組 赤 松 泰 城 会 長 渓　 宏 道 藤 本 賢 司

13 防 府 組 安 間 保 人 八 木 靜 也 議 長 石 田 忠 弘

第
３
Ｂ

14 山 口 南 組 城  宣 生 小 池 俊 章 河 村 博 次

15 山 口 北 組 讃 井 芳 正 ブロック代表 桂  崇 高 伊 川 一 男

16 華 松 組 安 部 達 雄 釈 野 卓 雄 正 司  博

17 宇部小野田組 高 橋 芳 城 児 玉 正 悟 川 本 幸 夫

18 厚 狭 西 組 小 山 勝 恵 角　 典 昭 常 備 会 員 吉 井 克 也

19 宇 部 北 組 杉  顯 紹 市 川 幸 佛 藤 本 一 規 常 備 会 員

第
４
Ｂ

20 美 祢 東 組 三 島 一 生 ブロック代表 河 野 文 雄 前 田 時 博

21 美 祢 西 組 平 佐 秀 成 照 嶌 宗 視 山 本　 篤 常 備 会 員

22 萩 組 榮  中 坪 井 隆 範 常 備 会 員 吉 屋 卓 志

23 阿 武 組 木 村 岳 秀 安 間 秀 常 宮 木 久 司

24 須 佐 組 寺 戸 宣 隆 明 山 孝 範 清 水 吉 次

25 大 津 東 組 藪 木 暁 見 蘭  哲 昭 中 嶋 和 朗

26 大 津 西 組 長 岡 裕 之 副 会 長 高 橋 見 性 小 林 文 男

第
５
Ｂ

27 白 滝 組 中 山 浩 司 中 山 和 正 常 備 会 員 中 山  忍

28 邦 西 組 中 山 則 昭 白 石 修 爾 亀 﨑 俊 明 常 備 会 員

29 豊 田 組 来 嶋 道 則 ブロック代表 西  章 璽 中 野 哲 行

30 小 月 組 寺 井 紹 道 戸 島 法 城 古 本 政 昭

31 豊 浦 組 戸 﨑 文 昭 原 田 順 昭 濱 田 洋 介

32 下 関 組 閑  遵 真 宮 川 晃 宣 藤 村 紀 久 正

33 豊 浦 西 組 清 水 信 雄 谷  涼 雄 諏 訪 博 文

任期／ 2020 年度〜 2023 年度

No.218　（4）2020（令和 2）年 7月
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教
区
会
議
長
　八
木
　靜
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　防
府
組
　光
明
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
未
知
の
、
突
如
生
じ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
猛
威
に
さ
ら
さ
れ
る
日
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
中
で
、
寺
院
を
取
り
巻

く
環
境
も
様
変
わ
り
し
て
い
ま
す
。
多
く
の
門
信
徒
を
本

堂
に
迎
え
て
の
お
聴
聞
が
当
面
困
難
で
、
葬
儀
や
ご
法
事

で
さ
え
も
従
来
の
形
で
勤
め
る
事
を
躊
躇
さ
れ
る
ご
相
談

も
し
ば
し
ば
で
す
。
伝
統
的
な
伝
道
教
化
の
形
の
手
直
し

が
待
っ
た
な
し
と
感
じ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
先
日
の
臨
時
教
区
会
で
教
区

会
議
長
に
ご
指
名
を
受
け
ま
し
た
。
前
議
長
の
事
績
を
引

き
継
ぎ
微
力
な
が
ら
精
進
す
る
決
意
で
す
。
３
年
後
の
親

鸞
聖
人
御
誕
生
８
５
０
年
・
立
教
開
宗
８
０
０
年
法
要
へ

の
取
組
、
懸
案
の
賦
課
金
の
合
理
的
賦
課
基
準
検
討
、
加

え
て
直
面
す
る
感
染
症
の
脅
威
を
奇
貨
と
捉
え
、
伝
統
的

形
態
と
リ
モ
ー
ト
を
融
合
し
た
次
代
の
伝
道
教
化
の
あ
り

方
模
索
等
が
当
面
の
課
題
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
教
区
内

皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
得
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
課

題
対
応
に
傾
注
し
ま
す
。
教
区
会
を
活
発
な
議
論
と
具
体

的
施
策
立
案
の
場
と
し
て
、
更
に
い
っ
そ
う
活
性
化
し
て

い
く
舵
取
り
が
、
私
に
課
せ
ら
れ
た
責
務
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。
今
後
４
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

教
区
会
副
議
長
　岡
本
　正
幸

　
　
　
　
　
　
　
　
　岩
国
北
組
　願
行
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
私
の
組
は
18
ヶ
寺
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
る
本
生
組
と
い
う
組
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
り
ま
し
た
が
、
本
生
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
は
組
名
か
ら
場
所
が
分

か
り
づ
ら
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、
旧
岩
国
市
の
北
に
あ
た

る
こ
と
で
岩
国
北
組
に
変
更
に
な
り
ま
し
た
。
私
こ
と
平

成
13
年
４
月
に
総
代
に
就
任
、今
に
い
た
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
た
び
、
教
区
総
代
会
の
会
長
と
し
て
教
区
会
副
議
長

の
大
役
を
つ
と
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
も
と
よ
り
、
そ
の
う
つ
わ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
議

会
の
相
談
役
と
し
て
務
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
、
過
疎
・
高
齢
化
や
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
対
策
等
、

山
口
教
区
に
お
い
て
大
変
な
局
面
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
法
座
の
活
性
化
お
よ
び
念
仏
の
相
続
、
ど
の

よ
う
に
進
め
て
い
っ
た
ら
よ
い
の
か
・
・
・
法
座
の
規
模

を
縮
小
し
て
の
勤
修
や
、
テ
レ
ホ
ン
法
話
の
充
実
等
今
後

の
伝
道
教
化
の
方
法
は
多
岐
に
わ
た
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
状
況
だ
か
ら
こ
そ
、
法
座
に
参
り

ま
し
ょ
う
。
私
た
ち
門
徒
が
寺
院
を
元
気
に
し
ま
し
ょ

う
!!
そ
し
て
私
た
ち
自
身
も
仏
法
を
聞
か
せ
て
い
た
だ

き
、
自
他
と
も
に
心
豊
か
に
生
き
る
こ
と
の
で
き
る
社
会

の
実
現
に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

組
長
会
長
　赤
松
　泰
城

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　周
南
組
　徳
応
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
度
、
山
口
教
区
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
会
長
に
再
選
さ
れ
身
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
き
し
ま
る
思
い
で
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
と
い
う
目
に
見
え
な
い
災
害
に
世
界
中
が
震
撼
し
て

い
る
時
期
、
我
々
仏
教
徒
に
は
何
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う

か
。「
人
が
集
ま
る
と
こ
ろ
」
で
あ
る
は
ず
の
寺
院
が
「
集

ま
っ
て
は
い
け
な
い
」
と
い
わ
れ
る
、
こ
れ
ほ
ど
寺
院
に

と
っ
て
辛
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
情
勢
の

中
で
３
密
を
避
け
、
今
後
の
教
化
活
動
の
あ
り
か
た
を
再

考
し
、
如
何
に
お
寺
を
護
持
し
て
い
く
か
、
日
々
模
索
し

て
お
り
ま
す
。

　
作
家
の
五
木
寛
之
氏
は
「
私
た
ち
は
今
、
コ
ロ
ナ
に
験

さ
れ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
て
な
ら
な
い
」
と
書
い
て
お

ら
れ
ま
す
。
僧
侶
で
あ
っ
て
も
、
お
ろ
お
ろ
と
う
ろ
た
え

る
し
か
な
い
の
で
す
が
、
そ
ん
な
私
た
ち
に
働
い
て
く
だ

さ
っ
て
あ
る
阿
弥
陀
さ
ま
の
ま
な
ざ
し
に
気
づ
か
さ
れ
る

な
ら
ば
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
か
け
が
え
の
な
い
ご

縁
だ
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
程
お
願
い

申
し
上
げ
ま
し
て
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

教
区
会
議
長
就
任
挨
拶

教
区
会
副
議
長
就
任
挨
拶

組
長
会
長
就
任
挨
拶
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第
２
回
山
口
別
院
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

〜
浄
土
真
宗
の
ワ
ン
シ
ョ
ッ
ト
〜

最
優
秀
賞
作
品
「
新
年
初
参
り
」
　林

　茂
樹

優秀賞作品

「願いを込めて」
磯部　彰六

毎日17時30分より鐘つきが
始まり、参加は自由です。
かわいいお孫さんと一緒に
金をつく様子を撮りました。

「交響曲『お寺』第一楽章『お参り』」
大角　尚武

母、娘、孫とおぼしき３人のお参り、とっても
美しく輝いて見えました。
とても、良い家庭を想わせました。

「餅飾り作りに奮闘する門徒」 村上　節子
御正忌報恩講の準備の一つに餅飾りがある。筒餅を
作り、それを切って図案通りに仕上げていく作業。
どんな出来上がりになるか？
苦心して作り上げる楽しみもある。

上野　晃正
５時30分開門。早朝の
西本願寺はとても静か
で厳か。６時から朝の
お勤めに参加。

作品エピソード
除夜の金が鳴り響く中でのお参り、御本尊様と本堂入口の窓の色ガラス、
お参りの後のお年寄りと付き添いの方のシルエットのスナップ。

インスタグラム
部門賞作品
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2020 年度　山口教区教務所・本願寺山口別院　職員分掌表
氏　名 職　階 教　区 実践運動 教化団体 別　院

担　当 担　当 担　当 役　職 担　当

中 村 祐 順 教務所長 山口中央幼稚園理事長 教区委員会委員長 輪 番 萩幼稚園理事長

萩 嶺 貴 恒 賛 事 山口中央幼稚園園長 矯正教化連盟 参 勤

久 保 史 生 賛 事

教区会［常備会］
組長会・組巡回
会計［一般・特別］
賦課金告知・収納
寺院振興対策委員会
寺院対策委員会（副）
賦課基準等検討委員会
慶讃法要推進委員会
地方選挙管理委員会
龍谷大学校友会

対応要綱に基づく専門委員会
人権社会部 参 勤

責任役員・総代会
財産管理委員会
岩国教堂跡地調査・対応

阿 武 正 法 賛 事

護持口数調整委員会
寺院対策委員会
賦課基準等検討委員会
慶讃法要推進委員会
願記

重点プロジェクトリーダー
教区委員会［常任委員会］
子ども・若者ご縁づくり推進委員会

仏教壮年会連盟 参 勤
法要主任
［別院法要・儀式全般］
営繕
岩国教堂跡地調査・対応

河 名 哲 雄 主 事 保育連盟 参 勤 萩幼稚園園長
萩分院所務・会計

津 守 真 悠 主 事 災害対策委員会
御正忌団体参拝

子ども・若者ご縁づくり推進委員会
門信徒教化部
門徒推進員連絡協議会

門徒総代会
布教団
寺族婦人会連盟

参 勤

責任役員・総代会
財産管理委員会
会計［一般・特別］
書籍・法物・営繕
防災管理者

榛 澤 正 信 録 事

寺院振興対策委員会（副）
得度講習会
得度考査
社会福祉推進協議会
会計［事務諸費］
寺族青年野球

寺院活動支援部

仏教青年連盟
スカウトクラブ
ビハーラ山口
仏教音楽連盟
山口みのり会

参 勤
法要主任補佐
［別院法要・儀式全般］
書籍［会計・発送・管理］

桂　 大 智 録 事 山口中央幼稚園副園長 保育連盟（副） 参 勤

石 丸 龍 典 録 事

会計
［願記・賦課金告知・収納］
願記
慶弔扱い事務
郵便［発送・受信］

広報部
仏教婦人会連盟
少年連盟
若朋会

参 勤
別院広報
備品管理
放送関係
庶務

中 山 真 優 臨 時
会計［通信費］
叙勲・褒賞
郵便［発送・受信］

臨 時
法物［会計・発送・管理］
仏華
庶務

人

事

異

動

　
４
月
１
日
付
人
事
に
よ
り
、
塩

田
徹
成
書
記
が
築
地
本
願
寺
・
東

京
教
区
教
務
所
へ
異
動
と
な
り
、

榛
澤
正
信
録
事
が
築
地
本
願
寺
よ

り
着
任
い
た
し
ま
し
た
。

着
　任
　挨
　拶

　
出
身
は
鮎
と
山
葵
が
名
産
の
岩

国
市
錦
町
で
、
あ
り
が
た
い
こ
と

に
地
元
へ
異
動
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
趣
味
は
居
酒
屋
巡
り
と

カ
ラ
オ
ケ
で
す
。
築
地
本
願
寺
で

は
会
計
事
務
や
法
務
等
で
７
年
間

勤
務
し
て
お
り
ま
し
た
。
こ
ち
ら

の
仕
事
は
ま
だ
ま
だ
慣
れ
な
い
こ

と
ば
か
り
で
す
が
、
山
口
教
区
の

活
性
に
向
け
て
邁
進
い
た
し
ま
す

の
で
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

榛澤　正信
（岩国北組願行寺）

御
　礼
　挨
　拶

　
こ
の
度
、
４
月
１
日
付
人
事
に

よ
り
築
地
本
願
寺
・
東
京
教
区
教

務
所
で
奉
職
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　
２
０
１
８
年
度
よ
り
２
年
間
、

山
口
教
区
の
ご
法
中
、
ご
門
徒
の

皆
さ
ま
方
に
は
、
温
か
い
ご
指
導

ご
鞭
撻
を
い
た
だ
き
、
大
変
感
謝

し
て
お
り
ま
す
。
山
口
教
区
で
の

貴
重
な
経
験
は
、
お
念
仏
と
と
も

に
歩
む
人
生
に
生
か
し
て
い
け
る

と
信
じ
て
お
り
ま
す
。

　
末
筆
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
改

め
て
皆
さ
ま
の
ご
厚
情
に
深
謝
す

る
と
と
も
に
、
益
々
の
ご
健
勝
を

念
じ
申
し
上
げ
ま
す
。

塩田　徹成
（備後教区備中里組高運寺）



本
願
寺
山
口
別
院
・
山
口
教
区
教
務
所

〒
七
五
四
ー
〇
〇
二
二   

山
口
県
山
口
市
小
郡
花
園
町
三
番
七
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　〇
八
三（
九
七
三
）四
一
一
一

　Ｆ
Ａ
Ｘ
　〇
八
三（
九
七
三
）四
六
三
一 〜結ぶ絆から、広がるご縁へ〜
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別
院
・
教
区
行
事

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
日
本

国
内
の
み
な
ら
ず
世
界
で
猛
威
を
振
る
い

続
け
る
中
、
医
療
従
事
者
の
方
々
は
高
い

感
染
リ
ス
ク
に
晒
さ
れ
な
が
ら
も
懸
命
に

治
療
・
対
策
に
あ
た
ら
れ
て
い
ま
す
。
に

も
か
か
わ
ら
ず
、実
際
に
罹
患
さ
れ
た
方
、

ま
た
そ
の
周
囲
に
向
け
た
誹
謗
中
傷
が
Ｓ

Ｎ
Ｓ
を
中
心
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
ご
開
山
は
「
さ
る
べ
き
業
縁
の
も
よ
お

せ
ば
、
い
か
な
る
ふ
る
ま
い
も
す
べ
し
。」

と
お
示
し
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
今
一
度
自

分
自
身
を
見
つ
め
直
し
、
そ
れ
で
も
救
う

と
誓
わ
れ
た
阿
弥
陀
如
来
の
み
教
え
を
、

広
く
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

７
月

5
日
㈰

別
院
常
例
法
座
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
山
口
別
院

　
　
講
師
／
安
間
宣
秀
氏
(
防
府
組
萬
行
寺
)

17
日
㈮

門
徒
推
進
員
組
代
表
者
会
議
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
山
口
別
院

21
日
㈫

第
２
回
臨
時
教
区
会
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
山
口
別
院

30
日
㈭

第
２
回
組
長
会
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
山
口
別
院

８
月

5
日
㈬

別
院
常
例
法
座
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
山
口
別
院

　
　
講
師
／
田
中
博
明
氏
(
下
関
組
願
久
寺
)

20
日
㈭
｝
第
２
回
得
度
講
習
会
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
山
口
別
院

21
日
㈮

　
　
講
師
／
賀
陽
　
寛
氏
(
山
口
教
区
勤
式
指
導
員
)

22
日
㈯

第
３
回
得
度
考
査
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
山
口
別
院

31
日
㈪

第
４
回
得
度
考
査
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
山
口
別
院

９
月

5
日
㈯

別
院
常
例
法
座
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
山
口
別
院

　
　
講
師
／
中
島
昭
念
氏
(
美
祢
東
組
明
嚴
寺
)

〜
編
集
後
記
〜

生
前
の
ご
遺
徳
を
偲
び
、

謹
ん
で
敬
弔
の
意
を
表
し
ま
す

２
０
２
０
年
３
月
〜
２
０
２
０
年
５
月

（
敬
称
略
）

敬

弔

宇
部
北
組
　
浄
誓
寺
　
前
坊
守

鶴
山
　
元
子
（
96
）
３
月
4
日

宇
部
小
野
田
組
　
正
圓
寺
　
前
住
職

岡
崎
　
一
麿
（
90
）
３
月
25
日

萩
組
　
端
坊
　
前
住
職

榮
　
　
明
忍
（
80
）
３
月
29
日

「
平
和
の
鐘
」
打
鐘
の
お
願
い

　「
千
鳥
ヶ
淵
全
戦
没
者
追
悼
法
要
」に
て

打
鐘
さ
れ
る「
平
和
の
鐘
」の
取
り
組
み
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
日
時
　
９
月
18
日
　
13
時
15
分
〜
20
分

　
方
法
　
同
日
同
時
刻
に
各
ご
寺
院
の

　
　
　
　
梵
鐘
ま
た
は
喚
鐘
を
打
鐘
く

　
　
　
　
だ
さ
い

熊
毛
中
組
　
浄
圓
寺
　
前
住
職

友
好
　
孝
信
（
90
）
３
月
31
日

美
祢
東
組
　
明
林
寺
　
衆
徒

林
　
　
自
然
（
65
）
４
月
18
日

宇
部
小
野
田
組
　
光
安
寺
　
衆
徒

福
本
　
無
諦
（
85
）
４
月
2７
日

大
津
東
組
　
正
福
寺
　
住
職

上
原
　
泰
教
（
91
）
５
月
３
日

美
祢
東
組
　
妙
福
寺
　
坊
守

進
藤
　
幸
子
（
84
）
５
月
8
日

厚
狭
西
組
　
松
林
寺
　
前
住
職

三
好
　
堅
朗
（
8７
）
５
月
22
日

本願寺山口別院テレホン法話 083-973-0111 担当者一覧
期間：2020.7.1 ～ 2020.10.31

期　日 氏　名 期　日 氏　名
７月  1 日～ 10 日 和　　隆道 ９月  1 日～ 10 日 金安　一樹

11 日～ 20 日 寺田　弘信 11 日～ 20 日 藤本　好樹
21 日～ 31 日 厚見　　崇 21 日～ 30 日 石田　敬信

８月  1 日～ 10 日 松浦　成秀 10 月  1 日～ 10 日 工藤　顕樹
11 日～ 20 日 川越　広慈 11 日～ 20 日 田坂亜希子
21 日～ 31 日 木村　智教 21 日～ 31 日 黒瀬　英世

　※上記の青年布教使による各 3 分の法話が聞けます。諸事情により、順番が変更される場合があります。


